
第 1学年 技術・家庭科（技術分野） １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

1.学習目標 

【材料と加工の技術】 

材料と加工の技術に込められた問題解決のための工夫を理解し、技術的なものの見方・考え方で社会を評価で

きる力を養う。 

2.年間の指導計画と学習のねらい 

学期 学習内容 学習のねらい 

１
学
期 

ガイダンス 

生活や社会と材料と加工の技術 

材料を利用するための技術 

 

材料と加工の技術に関する製品に込められた技術のしくみに気

づく。 

木材や木質材料の種類と特徴を知る。 

金属の性質や種類を知り、加工技術を理解する。 

プラスチックの性質や種類を知り、加工技術を理解する。 

製品をじょうぶにするための構造や、部材の形状を知る。 

製作品を図に表す方法を知る。 

構想図や製作図を正しくかき表すことができる。 

２
学
期 

製作のための技能（木材） 

「本立て」の製作 

けがきの方法を知り、正確に材料取りができる。 

両刃のこぎりを使って正確に効率よく木材の切断ができる。 

切削加工の役割を知る。 

工具を使って正確に効率よく木材の切削ができる。 

仮組み立てを行い接合部のけがきができる。 

くぎやねじを用いて正確に木材の組立てができる 

研磨や塗装による仕上げができる。 

３
学
期 

問題解決の手順 

「自由設計の製作品」の製作 

これからの材料と加工の技術 

身近な生活における問題を発見する。 

設定した課題の解決に向けた設計を行う。 

改善した設計をもとに製作図をかく。 

製作に必要な資料を作成する。 

材料と加工の技術での学習をふり返り、技術の見方・考え方に

ついて確認する。 

3.評価の観点と方法 

【知識・理解】 

生活に必要な技術に関する基礎的な事柄の理解と技術の定着、学習プリント、学習ノートのまとめ、実習活

動、作品の完成度からみていきます。 

【思考・判断・表現】 

課題解決を目指して、工夫し創造して考え、判断し、表現しているか。また作品のアイディア、手順の工夫、

発表等の表現の工夫などからみていきます。 

【主体的にとり組む態度】 

生活や技術について関心を持ち、進んで実践しようとする学習態度、発言、提出物の状況、作品の進度状況な

どからみていきます。 



第２学年 技術・家庭科（技術分野） １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

1.学習目標 

【生物育成の技術】 

生物育成の技術に込められた問題解決のための工夫を理解し、技術的なものの見方・考え方で社会を評価でき

る力を養う。 

【エネルギー変換の技術】 

エネルギー変換の技術に込められた問題解決のための工夫を理解し、技術的なものの見方・考え方で社会を評

価できる力を養う。 

2.年間の指導計画と学習のねらい 

学期 学習内容 学習のねらい 

１
学
期 

ガイダンス 

生活や社会と生物育成の技術 

さまざまな生物育成の技術 

生活や社会とエネルギー変換の技術 

生物育成の技術に込められた技術のしくみに気づく。 

作物を栽培する意義について知る。 

動物を飼育する意義について知る。 

水産生物を栽培する意義について知る。 

森林を育成する意義について知る。 

エネルギー変換の技術に関する製品に込められた技術のしくみ

に気づく。 

２
学
期 

生物育成の技術による問題解決 

電気の供給と利用 

運動の利用 

エネルギー変換の技術による問題解

決 

作物の栽培の管理作業について知る。 

生物育成の技術を利用した問題解決の手順を知る。 

設定した課題に応じて育成計画を立てる。 

発電のしくみを理解する。 

電気機器の適切な保守点検ができる。 

機械を構成する要素を理解する。 

機械製品の適切な保守点検ができる。 

３
学
期 

これからの生物育成の技術 

これからのエネルギー変換の技術 

生物育成の技術を評価し、適切な選択と管理・運用のあり方に

ついて考える。 

エネルギー変換の技術を評価し、適切な選択と管理・運用、改

良、応用のあり方について考える。 

3.評価の観点と方法 

【知識・理解】 

生活に必要な技術に関する基礎的な事柄の理解と技術の定着、学習プリント、学習ノートのまとめ、実習活

動、作品の完成度からみていきます。 

【思考・判断・表現】 

課題解決を目指して、工夫し創造して考え、判断し、表現しているか。また作品のアイディア、手順の工夫、

発表等の表現の工夫などからみていきます。 

【主体的にとり組む態度】 

生活や技術について関心を持ち、進んで実践しようとする学習態度、発言、提出物の状況、作品の進度状況な

どからみていきます。 



第３学年 技術・家庭科（技術分野） １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

1.学習目標 

【情報の技術】 

情報の技術に込められた問題解決のための工夫を理解し、技術的なものの見方・考え方で社会を評価できる力

を養う。 

2.年間の指導計画と学習のねらい 

学期 学習内容 学習のねらい 

１
学
期 

ガイダンス 

生活や社会と情報の技術 

情報の伝達 

情報の技術を利用した製品やサービスに込められた技術のしく

みについて調べる。 

コンピュータの基本的なしくみを知る。 

情報のデジタル化のしくみを知る。 

デジタル情報と情報の量の関係を知る。 

情報を圧縮する目的と基本的なしくみを知る。 

Web における情報の表現方法を知る。 

２
学
期 

情報セキュリティと情報モラル 

コンピュータとプログラミング 

双方向性のあるコンテンツのプログ

ラミングによる問題解決 

計測・制御のプログラミングによる問

題解決 

基本的な情報セキュリティ対策ができるようになる。 

情報モラルの必要性を知り、情報社会における人権などの権利

を尊重するための留意点を理解する。 

知的財産を保護する必要性を知る。 

プログラムによる処理の自動化のしくみを知る。 

処理の流れや手順を表す方法を知る。 

情報の表現手段（メディア）の特徴を知る。 

ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラ

ミングによる問題解決の手順を知る。 

計測・制御システムの基本的なしくみを知る。 

３
学
期 

これからの情報の技術 

技術分野の出口 

よりよい社会を築くために、身の回りにある技術を判断・評価

する視点を考える。 

技術とわたしたちの未来について考え、これからの技術に積極

的にかかわろうとする態度を養う。 

3.評価の観点と方法 

【知識・理解】 

生活に必要な技術に関する基礎的な事柄の理解と技術の定着、学習プリント、学習ノートのまとめ、実習活

動、作品の完成度からみていきます。 

【思考・判断・表現】 

課題解決を目指して、工夫し創造して考え、判断し、表現しているか。また作品のアイディア、手順の工夫、

発表等の表現の工夫などからみていきます。 

【主体的にとり組む態度】 

生活や技術について関心を持ち、進んで実践しようとする学習態度、発言、提出物の状況、作品の進度状況な

どからみていきます。 


